
平成 23 年 10月、新しゅんせつ船「海竜」がしゅん功し、更なる東京港の航行安全と
発展に寄与していきます。

～ 新しゅんせつ船  ～

りゅうか い

しゅんせつ船 「海竜」
［船主要目] 種類 /汽船　船質 /鋼　全長 /６９m　幅 /１４m　深さ/５．６m

総トン数 /1,410ｔ　軽荷航行速力 /１２．５ノット
航行区域 /平水区域
推進用ディーゼル機関 /８００KW×２基　ら旋推進器2基 
泥倉容量 / ７４７m3 

　船名の「海竜」は多数の都民や関
係者のアンケートによって決定した
もので、ドラグアームが海中を力強
く泳ぐ「竜」のイメージから「海竜」と
命名されました。
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　今日の東京港は、世界の基幹航路のコンテナ船が多数寄航する国際貿易港として、また、国内
海上輸送の拠点港湾として、首都圏 4,000 万人の生活や産業活動を支える重要な役割を担っ
ています。しかし、隅田川や荒川などの河口に位置する東京港は、大量の土砂が流入し、常時堆
積しています。東京都港湾局では堆積した土砂を取り除き、船舶航行の安全を確保するために
必要不可欠な「浚渫事業」を実施しています。
　平成23年10月以降、ドラグサクション式しゅんせつ船「海竜」と測量調査船「たんかい」により、
安全かつ効率的作業を重視した、新たな「東京港の浚渫事業」を進めています。

～東京港の浚渫事業～ 
しゅん せ つ

「海竜」は、海底に堆積した土砂を航
行しながら掃除機で吸込むようにしゅ
んせつを行う作業船です。しゅんせつ
した土砂は、自船の泥倉（ホッパ）に
入れ処分場へ運搬し、船底を開いて
処理します。東京港のように、船舶が
錯綜する航路等のしゅんせつ作業を
行うのに適しています。

しゅんせつ船 「海竜」
ドラグサクションしゅんせつ方式

［船主要目] 種類 /汽船　船質 /鋼　
全長 /１４．５0m　幅 /６．２m　深さ/２．０２m
総トン数 /32ｔ　航行速力 /11.8ノット
航行区域 /平水区域
船用ディーゼル機関　４４０ＰＳ×２基

「たんかい」は、東京港内の航路等の深
浅測量を定期的に実施し、しゅんせつ
作業前後の海底の状況（土砂の堆積、
海底地形の変化等）を調査します。
主な特徴として、マルチビーム測深機
を搭載し、海底状況を立体画像に変更
した情報を東京港の航行安全や浚渫事
業に活用しています。

測量調査船 「たんかい」

〈マルチビームによる深浅測量イメージ〉


